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３月１日(金)は熊に集合しよう！

静岡県労働組合評議会(TELO54-287-1293）静岡県生活協同組合連合会(TELO54-253-5987）原水爆禁止静岡県協議会(TELO54-253-1854）
静岡県原水爆被害者の会(TELO54-364-4189）自由法曹団静岡支部(TELO53-454-5535）
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２０旧年３．面ビキニデーーー集会
会場焼津市文化センター大ホール１３:00～１５:３０(開場１２:00）

、

、 昨年の集会の様子

主催原水爆禁止世界大会実行委員会｡被災５９年３．１ビキニデー静岡県実行委員会

／
、

焼津駅南口前集合

墓参行進弘徳院へ向け出発

墓前祭（日本宗教者平和協議会主催）

３．１ビキニデー集会／－－

』

･弘徳院から焼津市文化センターまで

実行委員会のバスが出ます。（アンビア車庫前発）

里

会場焼津市文化ｾﾝﾀー大ﾎーﾙ１３:00～15:30(開場12:00ル、

核兵器のない世界への流れをさらに確かな力とするための出発点です
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野口邦和氏

第１部

◆オープニングうたごえ

◆主催者挨拶●来賓挨拶◆メッセージ紹介

●主催者報告世界大会実行委員会運営委員会代表
日本大学准教授野口邦和氏

第２部
すわ

◆文化企画陳波靖行さんプﾙー ｽ八一プ(八一ﾓﾆｶ)奏者
１９９４年世界ハーモニカ連盟日本支部主催第１４回全日本ハーモニカコンクール
ブルースハープ(１０穴八一モニカ）ソロ部門第１位｡１９９５年､世界大会第４位入賞。

◆ビキニの実ﾎ目を語る

◆ロンケラップ島民支援代表団の報告

◆海外代表(米国､韓国、リトアニアなど予定）
◆全国の運動の交流

、

ブルースハープ奏者

阪波靖行さん
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焼津を母港とするマグロ漁船「第五福竜丸」の乗組員

もこの時２３人全員が急性放射能症にかかり、その年の

９月２３日、無線長の久保山愛吉さんが｢原水爆の1儀牲者

は私を最後に」と言い残して亡くなりました。

被災５９年２０ｉｓ年Ｓｏ１ビキニデー集会に参加しましょう
ｔ
宮

闇連行事のごf案内
ことし３月１日、ビキニ水爆実験の被災５９周年を迎えます。１９５４年３月１日未明、アメリ

カはビキニ環礁で水爆実験を行いました。「死の灰」は太平洋一帯からインド洋にまで広がり、
マーシャル諸島の島民や周辺海域で操業していた多くの日本漁船に降り注ぎました。

’２月27日（水）｜

◆３．１ビキニデー国際交流フォーラム

会場:静岡グランシップ｡会議ホール

（１４:３０～１７:３０）

主催:原水爆禁止日本協議会

●海外代表歓迎レセプション

●第16回ビキニ水爆被災の全容解明をめざす全国研究交流集会

会場:グランシップ｡会議室

（１９:００～２１：００）

主催：ビキニ水爆被災事件静岡県調査研究会

３．１ビキニデー静岡県実行委員会

講演:安斎育郎

「ビキニ事件の教訓から福島原発事故を考える」

◆3.1ビキニデー宗教者平和交流集会

会場:焼津市かんぽの宿

（１４:００～１６:００）

主催：日本宗教者平和協議会

「放射能を浴びたＸ年後｣上映

３．１ビキニデー集会は､人類の目標となった｢核兵器のない世界」を実現する、日本と世界の

人々との共同を発展させる重要な機会です｡また、ビキニ事件の実相をひろげ､原水爆禁止運動

の教訓を学び､核兵器のない世界へ、原水爆禁止２０１３年世界大会に向かう運動の出発点です。
職場､地域､学園で､署名や被爆の写真展､平和行進などを市民的な規模で発展させましょう。

人類の未来を守る核兵器禁止を共通の目標に、行動するすべてのみなさんに国際的連帯､国民

的共同の場として、とりわけ希望ある未来を求める若い世代のみなさんとの連帯の場としての

３．１ビキニデー集会への賛同と参加をよびかけます。

２０１３年１月

原水爆禁止世界大会実行委員会

被災５９年２０１３年３．１ビキニデー静岡県実行委員会

広島､長崎に続いて三度核の被害を受けた日本国民は、

ただちに抗議の行動に立ち上がりました。全国の地域で昨年のようす

はじまった原水爆禁止を求める署名は爆発的にひろがり、翌年８月はじ,めには当時の有権者人□

の半数にあたる３２００万筆に達しました｡そのうねりの中で、１９５５年８月、第１回原水爆禁止

世界大会が開催され､核兵器禁止の声は世界にひろがっていきました。「ビキニ事件」を機に原水
爆禁止へと大きな歴史の一歩を踏み出したのです。

’２月28日（木）｜

●2013年3.1ビキニデー日本原水協全国集会｡全体会

会場:静岡グランシップ･中ホール

（１３：００～１５:００）

主催:原水爆禁止日本協議会

●2013年３．１ビキニデー日本原水協全国集会｡分科会

会場:静岡グランシツプ内

（１５：３０～１８:３０）

ビキニ被災にはじまる原水爆禁止運動の発展は､核兵器の全面禁止を求める大きな世論と運動

をつくり、国際政治に大きな影響を与えています。

２０１０年５月、世界の１８９の国々が参加する核不拡散条約（NPT)再検討会議は､その目的

として「核兵器のない世界の平和と安全を達成」することを決めました。今日、"世界の４分の３

の国々が核兵器禁止条約の即時交渉開始を支持しており、ほんの一部の核保有国が決断すれば核

兵器全面禁止条約の交渉に踏み出すことは可能です。

次回ＮＰＴ再検討会議を２年後に控え、今春にはスイスのジュネーブで第２回準備委員会が開

かれます｡核保有国に核兵器全面禁止の決断を迫るために､世論と運動を飛躍的に高めましょう。


